
目 的：四国内の市町村長が一同に会し、危機管理に関する意見交
換等を通じて、災害情報の共有や広域支援、関係機関との相
互の連携強化を図る

■意見交換会
四国において懸念される『南海トラフ巨大地震』、そして、地球温暖化による

異常気象がもたらす『ゲリラ豪雨等による水害・土砂災害』への事前・事後対応
など、被災された地域と四国内の市町村長が防災・減災対策について意見交換を
行った。

■基調講演
『撓まず屈せず』 －３．１１ 東日本大震災からの教訓－

岩手県釜石市 市長 野田 武則
『豪雨土砂災害について被災自治体からの報告』

奈良県十津川村 村長 更谷 慈禧

■日 時：平成25年1月28日（月）14：30～17:15
■場 所：四国地方整備局 災害対策室（高松サンポート合同庁舎 13階）
■出席者：四国内首長86名（代理28名含む）

四国東南海・南海地震地策連絡調整会議メンバーと
四国東南海・南海地震地策戦略会議メンバー等 約300名

岩手県釜石市 野田市長

奈良県十津川村 更谷村長

四国地方整備局 川﨑局長

トップセミナー実施状況

平成24年度 四国防災トップセミナー開催（速報）
テーマ：「南海トラフ巨大地震」による津波・土砂災害に備える.

～大規模災害を経験した地域に学ぶ防災・減災～


